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　グローバルなネットワークが社会、経済、産業構造を大きく

変えています。世界中のどこにいてもネットワークを意識せ

ず、インタラクティブなコミュニケーションができるようになっ

てきました。これにより、ヒトやモノ、さらには企業、自治体、

国家といった、さまざまな「個」の自由度が拡大しています。

　このように「個」の範囲が広がると、きわめて高いセキュリ

ティの実現が強く望まれます。安心、安全なコミュニケーショ

ンを実現するユビキタスネットワークを駆使して、それぞれ

の「個」の、その時々の環境に適合し、「個」の要求に応じた

サービスを、「個」別化して提供する、これがOKIの提供する

ユビキタスサービスです。

　一つひとつの「個」に対し、
● 「いつでも、どこでも、何とでも」時間と空間を超えて

「個」が自由に活動できる、
● 「欲しいサービスを望む形で」さまざまなインターフェース

で「個」が的確にサービスを受けられる、
● 「安全に、確実に」質の高いネットワークで「個」が安心し

てサービスを利用できる、

それがＯＫＩの目指す「ｅ社会」です。

　ＯＫＩは、ユビキタスサービスにあふれる「ｅ社会」の実現に

貢献します。

ユビキタスサービスにあふれる「e社会」の実現に貢献し、
世界の人々に「安心」をお届けすること。
それが、OKI グループの使命です。

OKIは「進取の精神」をもって、情報社会の発展に寄与する商品を提供し、
世界の人々の快適で豊かな生活の実現に貢献する。

ネットワークソリューションのOKI
「ネットワークソリューションのOKI」として「ｅ社会」に貢献し、

グローバルに認知される優良成長企業を目指します。

企業理念

企業ビジョン

ユビキタスサービスにあふれるe社会

OKIグループ  社会的責任レポート2008
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　OKIグループは、企業理念に記すとおり、情報社会の発展

に寄与する商品やサービスの提供、すなわち本業を通じて、

世界の人々の快適で豊かな生活の実現に貢献することをめ

ざしています。この追求と実現こそが、OKIグループの社会

的責任（CSR）の根幹をなすものです。

　この認識に基づいてグループ全体でCSRを推進するた

め、OKIグループ全企業が共有すべき価値観として「OKIグ

ループ企業行動憲章」を制定。さらに、憲章に則って役員お

よび社員がとるべき行動の規範を「OKIグループ行動規範」

としてまとめ、研修などを通じて周知・徹底をはかっていま

す。また、特に重点的に推進すべきCSR領域については注

力ポイントを定め、専任組織であるCSR推進本部を中心に

活動を推進しています。

　今後も「企業行動憲章」「行動規範」をグループの一人ひ

とりが着実に遵守・実行することにより、企業理念に根ざした

社会的責任を的確に果たすよう努めてまいります。

関係法令の遵守はもちろん、社会的良識をもって健全な
企業活動を展開し、企業理念に根ざした社会的責任を果たすこと。
それが、OKI グループのCSRです。

OKIグループが社会的責任を果たすための基盤となる体系

OKI グループのCSR

OKIグループ（沖電気工業株式会社およびグループ各社）は、常にお客様に「安心」をお届けし、株主や投資家、社員、お取
引先、地域社会など、すべてのステークホルダーの皆様の信頼を得ることが、企業価値向上の基盤であると認識しています。
関係法令の遵守はもちろん、社会的良識をもって健全な企業活動を展開し、世界の人々の快適で心豊かな生活の実現に貢
献していきます。

OKI グループ企業行動憲章

お客様の満足
OKIグループは、常にお客様の満足を得られる商品・サービスを、安
全や使いやすさに十分配慮して開発・提供します。

公正な企業活動
OKIグループは、公正、透明、自由かつ適正な競争ならびに取引を
行います。

コミュニケーション
OKIグループは、広く社会とのコミュニケーションを行い、企業情報
を適時かつ公正に開示します。

知的財産と情報管理
OKIグループは、知的財産の重要性を認識するとともに、個人情報
をはじめとするお客様および自社の情報を適正に管理・保護します。

人権の尊重
OKIグループは、企業活動において人権を尊重し、差別的取扱いを
行いません。また、児童労働・強制労働を認めません。

働きやすい職場環境
OKIグループは、すべての社員にとって安全で働きやすい職場環境
の確保・維持に取り組みます。

社員の尊重
OKIグループは、社員一人ひとりの個性を尊重し、目標に向かって
果敢にチャレンジし続ける風土醸成に取り組みます。

環境保全
OKIグループは、より良い地球環境の実現と継承のため、環境経営
を推進し、商品および事業活動を通じた環境保全に取り組みます。

社会貢献
OKIグループは、良き企業市民として真に豊かな社会の実現に向け
て、社会貢献活動に取り組みます。

国や地域との協調
OKIグループは、事業を行う国や地域の文化・慣習を尊重し、地域
社会と良好な関係を作り上げ、ともに発展していくよう努めます。

OKIグループ企業行動憲章
〈OKIグループの全企業が共有すべき価値観〉

OKIグループ行動規範
〈OKIグループの全役員・社員が準拠すべき行動の規範〉

企業理念
コーポレート・ガバナンス

事業に伴う社会的責任

コンプライアンス
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企業活動
経済的価値の創出

社員

行政
地域社会
株主・投資家

OKIグループ
の活動
ステークホルダー

NPO・NGO
地球環境

お取引先お客様

世界の人々の快適で心豊かな生活の実現に貢献
「ネットワークソリューションのOKI」として「e社会®」に貢献

コーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンス

OKIグループ  社会的責任レポート2008
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「e社会」のキープレーヤーとして
貢献します

企業理念に基づき、
社会への責任を果たします

沖電気工業株式会社
取締役社長兼CEO
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ユビキタスサービスにあふれる
「e社会」の実現をめざし、世界の人々の快適で
心豊かな生活の実現に貢献してまいります。

トップメッセージ

　OKIは、1881年（明治14年）に創業した日本最初の通

信機器メーカーである明工舎を前身とします。アメリカの

グラハム・ベルが電話機を発明したわずか5年後、明工舎

は進取の精神をもってその国産化に挑戦し、成功いたしま

した。

　この創業以来の未知へチャレンジする意欲を受け継ぐ

企業理念“OKIは「進取の精神」をもって、情報社会の発

展に寄与する商品を提供し、世界の人々の快適で豊かな

生活の実現に貢献する。”は、OKIグループの考える企業

の社会的責任(CSR)の根幹をなすものです。

　OKIグループは、この理念のもと、企業ビジョン「ネット

ワークソリューションのOKI」を掲げております。そして、

誰もが「いつでも、どこでも、何とでも」「欲しいサービス

を望む形で」「安全に、確実に」利用できる、ユビキタス

サービスにあふれる社会－すなわちOKIの提唱する「e社

会」を実現するキープレーヤーとして、お客様にご安心い

ただける商品・サービスの提供を通じ、皆様の快適で豊か

な生活の実現に貢献すべく取り組んでおります。

　経営環境の変化を受け、本年10月1日付で半導体事業

を分社化し、その株式を譲渡することを決定いたしました

が、OKIグループが「e社会」の実現を追求し続けることに

は何ら変わりはございません。情報通信事業、およびＡＴ

Ｍやプリンタなどのメカトロニクス事業の強化を図り、「e

社会」のキープレーヤーとしての地位をより確たるものに

していく所存です。
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ユビキタスサービスにあふれる
「e社会」の実現をめざし、世界の人々の快適で
心豊かな生活の実現に貢献してまいります。

　OKIグループは海外事業を拡大しております。グローバ

ル企業として成長していくなかで、社会に果たしていくべ

き責任もより多面的かつ大きなものとなるという認識の

もと、コーポレート・ガバナンスの強化に努めるとともに、

2005年10月に制定した「OKIグループ企業行動憲章」

を軸に、グループを挙げてCSR活動を推進しております。

　2007年8月には、本憲章に則って社会的責任を果た

すためにグループの全役員・社員がとるべき行動を示した

「OKIグループ行動規範」を制定し、国内外の全グルー

プ会社においてもこれを各社の取締役会で採択いたしま

した。今後は、こうしたグローバルな体制をベースに、ス

テークホルダーの皆様から寄せられる期待と、OKIグルー

プが果たすべき役割の両面からCSR活動を考え推進し、

社会にいっそう貢献していきたいと考えております。

　OKIのブランドスローガン「Open up your dreams」

は、こうした取り組みや考え方をふまえ、OKIグループが

ステークホルダーの皆様に提供する価値を表現したOKI

ブランドの約束です。安心、安全な夢の社会への扉を開

き、OKIグループに関わる多くのステークホルダーの皆様

により大きな「安心」をお届けするため、今後もCSR活動

を着実かつ誠実に進め、さらなる企業価値の向上を図っ

てまいります。

　この「社会的責任レポート2008」は、OKIグループ

の2007年度のCSR活動を、お客様、株主・投資家、社

員、お取引先、地域社会の皆様など、ステークホルダー

の皆様にご理解いただくことを目的に作成しております。

一人でも多くの皆様に本レポートをご覧いただき、OKIグ

ループのCSR活動に対する忌憚のないご意見をお聞か

せいただければ幸いでございます。

                                                     2008年9月

グローバルな経営体制、
CSR推進体制の構築を推進します

ステークホルダーの皆様に「安心」を
お届けするCSR活動を推進します

OKIは、お客様をはじめ、すべてのステークホルダーの皆様の

夢や希望が現実のものとなる、e社会の実現を目指しています。

OKIのブランドスローガンは、世界の人々の心豊かで

安心、安全な夢の社会への扉を開くことを表しています。

また、e社会を目指す私たちOKIの夢の実現をも表現しています。

「あなたの夢を拓く」「想いを実現する」

それがブランドスローガンに込めたOKIの約束です。

̶ OKIは夢の扉を開きます ̶
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会社概要

商号 	 沖電気工業株式会社
英文社名	 Oki Electric Industry Co., Ltd.
創業 	 1881年（明治14年）1月
設立	 1949年（昭和24年）11月1日

資本金	 76,940百万円
従業員数	 22,640名（連結）  5,313名（単独）※2008年3月31日現在

本社	 〒105-8460 東京都港区西新橋3-16-11
	 TEL 03-5403-1211（代表）
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日本
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● 社会的責任レポートは、OKIグループの企業の社会的責任（CSR）
への取り組みをステークホルダーの皆様にわかりやすくお伝えす
るため、毎年１回発行しているものです。

● 社会および企業の持続的な発展のためには、「経済」、「環境」、
「社会」の3つの側面からのバランスのとれた取り組みが重要で
す。本レポートでは「社会」に関連する事項を中心に記載し、「環
境」に関連する詳細な報告は「環境報告書」を発行しています。ま
た「経済」に関連し、経営状況についてご紹介した「アニュアルレ
ポート」を発行しています。

ス
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ル
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ー
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関
心
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OKIグループにとっての重要性

OKIグループの
CSRのかたち

● コーポレートガバナンス
● 重点活動領域

《 ステークホルダーの関心事 》
● GRIやISO26000における議論
● EICC、GeSI、JEITAなど業界に
おけるイニシアティブ

● 過去発行した社会的責任レポー
トへのご意見
● 社員意識調査などのステークホ
ルダーの声  等

《 OKIグループにとっての重要性 》
● 企業理念、企業ビジョン
● OKIグループ企業行動憲章・OKI
グループ行動規範
● CSR重点活動領域
● リスクマネジメントの状況  等

● 本レポートでは、ステークホルダーの皆様や社会の関心が高く、か
つOKIグループにとって重要な課題を4つ抽出し、「OKIグループ
のCSRのかたち」として取り上げました。また、OKIグループが現
在重点的に推進している７つの領域についても2007年度の活動
成果を中心にご報告しています。

GRI（Global Reporting Initiative）： 全世界に共通の持続可能性報告ガイドラインの策定と普及を目ざす国際的なNGO
ISO26000（International Organization for Standardization 26000）： 組織の社会的責任ガイダンス規格〈策定中〉
EICC（Electronic Industry Code of Conduct）： アメリカ企業が主導となって策定された電子業界の行動規範
GeSI（The Global eSustainability Initiative）： 情報通信業界のパートナーシップで、2008年4月に持続可能性に関する重要性分析報告書を公表

編集方針

社会

経済 環境アニュアル
レポート 環境報告書

社会的責任レポート

概要



モノクロおよびカラー・ノンインパクトプリンタ、
MFP （Multi Function Printer）を中心に、
ワールドワイドに事業を展開
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本レポートには、OKIグループの過去および現在の事実だけでなく、将来の予測や計画・
目標なども記載しています。これらは記載時点で入手できた情報に基づく仮定や判断で
あり、将来的に生じる事象や事業活動の結果などが本レポートの記載事項と異なる可能
性があります。読者の皆様にはこの旨ご了解くださいますようお願い申し上げます。

将来の予測・計画・目標について
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いつでも、どこでも安心して
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めざして・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

　
02 製品含有化学物質管理の取り組み
OKIならではの技術を活かし、
グループ共通の製品含有化学物質
管理体制を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

　
03 情報セキュリティの徹底
「ネットワークソリューションのOKI」に
ふさわしい情報セキュリティ体制を整備、
継続的に強化・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

　
04 お客様や地域社会、社員に配慮した

生産拠点のマネジメント

品質・環境・労働安全衛生、
さまざまな側面でマネジメントの
質の向上に努め、適切に運用・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 16
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〈 期間 〉
 2007年度（2007年4月1日～2008年3月31日）を対象としていますが、これ
以前の事実やこれ以降の方針・計画などについても一部に記載しています。

〈 組織 〉
沖電気工業株式会社および国内・海外の子会社、関連会社。環境データに
ついては、沖電気工業株式会社の国内16拠点、グループ企業の国内23社
および海外8社を対象範囲としています。

〈 社名および組織名の記載について 〉
沖電気工業株式会社は、グローバルに認知される成長企業を目指し、通称
をOKIとします。本冊子では沖電気工業株式会社を「OKI」、子会社・関連会
社を含むOKIグループを「OKIグループ」と表記しています。また本文中の
組織名等は、原則として2008年4月時点のものを記載しています。

対象範囲

GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3版」

参照ガイドライン

※2008年10月以降の事業体制について
　OKIは、グローバルな競争関係がより激化していくなかで企業競争
力を高め企業価値を拡大するため、全社を挙げて事業構造の変革を
推し進めております。その一環として、2008 年 10月1日付で半導
体事業を会社分割により分社し、新たに株式会社OKIセミコンダクタ
を設立します。また、両社の強みを活かしたシナジー効果を狙い、同日
付で、OKIセミコンダクタの株式 95%相当をローム株式会社に譲渡
いたします。
　OKIグループは新体制において、情報通信事業、およびATM（現
金自動預払機）、プリンタなどのメカトロニクス事業をさらに強化し、ス
テークホルダーの皆様の信頼にお応えできるよう、企業価値の向上に
努めてまいります。                

情報通信システム

半導体 ※

プリンタ

NGN（Next Generation Network）に注力
し、情報通信融合技術とメカトロニクスを強み
に事業を展開
● 金融  ● 通信  ● 情報システム

〈 お問い合わせ先 〉
沖電気工業株式会社  CSR推進本部 CSR推進部
TEL 03-5403-1220  FAX 03-3459-0135
e-mail:oki-csr@oki.com

OKIグループ  社会的責任レポート2008

事業セグメント（～2008年9月）
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いつでも、どこでも安心して
サービスを受けられる「e社会」をめざして

ユビキタスサービスにあふれる「e社会」の実現OKIグループのCSRのかたち 01
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　近年のインターネットの普及、ブロード

バンドやモバイルなどのネットワークの進

化は、距離・時間・国境の概念を変え、グ

ローバル化を促進し、さまざまな分野で

パラダイムシフト※を加速させています。

こうした中、いつでも、どこでも、「個」別

化された情報、コンテンツ、サービス等に

アクセスでき、求める最適な形でサービ

スを受けることができる新たなイノベー

ション、「ユビキタスサービス」が登場しま

した。

　ユビキタスとはラテン語に由来し、「遍

在する（いたるところにある）」ことを意味

します。従来型のサービスは、サービスを

受けるための時間や場所に制約があり、

専用機器も必要でした。それが今では、

携帯電話やパソコンによるサービスが登

場し、サービス提供の場所と時間が拡大、

サービス内容も進化してきています。

　たとえば、お金をおろすという一連の

流れ。かつては銀行に通帳と印鑑を持っ

ていって営業時間内の窓口でお金をおろ

していたのが、キャッシュカードによる

ATM取引になり、さらにコンビニATM、

携帯電話による電子マネーチャージに

なってきています。これがユビキタスサー

ビスに近づいてきている今の状態です。

今後、さらにサービスが進化し、何も持た

なくても本人確認さえできればお金がお

ろせたり、もしくは買い物ができたりする

ようになれば、サービスを受けるための

時間的・場所的・物理的な制約はもはやあ

りません。

　このように、サービスを受けるための

制約がなくなり、最終的にはあたかも自

分のまわりにサービスが遍在しているか

のようになることが、究極のユビキタス

サービスだといえます。

　OKIは、このユビキタスサービスにあ

ふれる「e社会」（P2参照）、いわゆるユビキ

タス社会の実現をめざして、さまざまなソ

リューションの創出に取り組んでいます。

　ユビキタスサービスの実現においては

ネットワークが重要な役割を担いますが、

現行のネットワークにはインターネットに

おけるセキュリティやサービス品質、ネッ

トワーク間の連携など、いくつかの課題が

あります。これらを解決するグローバルな

次世代ネットワークが、NGN（Next 

Generation Network）※です。

　NGNとは、情報と通信、固定と移動、

通信と放送を融合し、サービスそのもの

をネットワークから提供する統合サービス

プラットフォームです。このNGNを中心と

したネットワークとユビキタスサービスの

組み合わせにより、安心・安全なユビキタ

ス社会の実現が可能となります。

新たなイノベーション
「ユビキタスサービス」

ユビキタス社会における課題と
次世代ネットワークNGN

※NGN（次世代ネットワーク）： ITU-T（国際電気通信連合・
電気通信標準化セクタ）で国際標準化をすすめているIP技術
をベースにした通信事業者の次世代ネットワーク。従来の固
定電話や携帯電話のサービスに加え、高品質な映像配信、テ
レビ電話、企業向けの高信頼性通信サービスなどを同一のIP
ネットワーク上で提供できる。

電子マネー“Edy”のオンラインチャージを実現する「Edy
チャージソリューション」

※パラダイムシフト ： ある時代や分野において支配的規範と
なる「物の見方や捉え方」に代わり、新しい考え方が主流とな
ること。

　初めて訪れた場所でも、自分の好

みや最近食べたものに合わせてレス

トランをチョイスしてくれる、たとえ

ばそんなサービスが受けられるのが、

ユビキタス社会です。私は、OKIが

めざす「e社会」では、単に便利・効

率的というだけではなく、人間がよ

り人間らしい活動に専念できるよう

なサービスが必要だと考えています。

その実現には、ネットワーク技術に

加え、高度な情報セキュリティや、人

がITに違和感なく触れることができ

る自然さが不可欠。さまざまな観点

で技術開発を進めていきます。

ユビキタスサービス
プラットフォームカンパニー
プレジデント

平沼 雄一郎


